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1. 2022年4月期第2四半期の連結業績（2021年5月1日～2021年10月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年4月期第2四半期 8,505 △7.5 477 18.1 453 22.8 403 38.4

2021年4月期第2四半期 9,194 △13.0 403 162.7 369 211.7 291 121.7

（注）包括利益 2022年4月期第2四半期　　409百万円 （38.1％） 2021年4月期第2四半期　　296百万円 （119.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年4月期第2四半期 62.46 ―

2021年4月期第2四半期 45.54 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年4月期第2四半期 23,138 3,358 14.5 518.13

2021年4月期 23,602 3,035 12.7 464.94

（参考）自己資本 2022年4月期第2四半期 3,350百万円 2021年4月期 3,006百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年4月期 ― 12.00 ― 10.00 22.00

2022年4月期 ― 12.00

2022年4月期（予想） ― 10.00 22.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６　「四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特
有の会計処理の適用）をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年4月期2Q 6,536,800 株 2021年4月期 6,536,800 株

② 期末自己株式数 2022年4月期2Q 70,431 株 2021年4月期 70,021 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年4月期2Q 6,466,620 株 2021年4月期2Q 6,411,573 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

通期業績予想につきましては、現時点において合理的な業績予想の算定が困難であるため、開示を見送らせて頂きます。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,576,367 3,084,168

売掛金 2,503,176 2,472,517

商品及び製品 432,561 262,376

原材料及び貯蔵品 19,211 15,438

その他 212,337 34,035

流動資産合計 6,743,653 5,868,537

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,062,154 9,187,320

減価償却累計額 △2,782,667 △2,924,814

建物及び構築物（純額） 6,279,487 6,262,506

土地 9,317,205 9,503,536

その他 1,138,142 1,400,436

減価償却累計額 △718,271 △746,902

その他（純額） 419,870 653,533

有形固定資産合計 16,016,563 16,419,576

無形固定資産 150,547 150,547

投資その他の資産 685,640 695,123

固定資産合計 16,852,751 17,265,247

繰延資産 5,926 4,799

資産合計 23,602,331 23,138,584

四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,590,390 1,687,359

短期借入金 4,300,000 4,300,000

１年内返済予定の長期借入金 869,865 1,202,768

未払法人税等 128,583 86,667

賞与引当金 33,800 41,157

その他 844,713 1,150,535

流動負債合計 8,767,352 8,468,488

固定負債

社債 700,000 700,000

長期借入金 8,281,157 8,847,817

退職給付に係る負債 29,557 29,096

役員退職慰労引当金 1,102,608 122,640

資産除去債務 22,694 22,157

その他 1,663,708 1,589,481

固定負債合計 11,799,725 11,311,192

負債合計 20,567,078 19,779,681

純資産の部

株主資本

資本金 742,099 742,099

資本剰余金 880,617 880,617

利益剰余金 1,410,234 1,749,487

自己株式 △48,646 △48,910

株主資本合計 2,984,305 3,323,294

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,363 27,106

その他の包括利益累計額合計 22,363 27,106

新株予約権 20,548 -

非支配株主持分 8,036 8,502

純資産合計 3,035,253 3,358,903

負債純資産合計 23,602,331 23,138,584
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
　至　2020年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日

　至　2021年10月31日)

売上高 9,194,768 8,505,086

売上原価 7,443,886 6,440,154

売上総利益 1,750,882 2,064,932

販売費及び一般管理費 1,347,110 1,587,906

営業利益 403,772 477,025

営業外収益

受取利息及び配当金 1,375 1,269

デリバティブ評価益 3,574 6,852

敷金償却収入 3,127 -

その他 12,876 20,888

営業外収益合計 20,954 29,009

営業外費用

支払利息 49,763 48,855

その他 5,519 3,410

営業外費用合計 55,283 52,266

経常利益 369,443 453,768

特別利益

固定資産売却益 - 2,747

新株予約権戻入益 13,335 20,548

特別利益合計 13,335 23,295

特別損失

固定資産売却損 5,245 -

固定資産除却損 697 0

特別損失合計 5,942 0

税金等調整前四半期純利益 376,836 477,064

法人税等 85,993 72,677

四半期純利益 290,842 404,386

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,111 465

親会社株主に帰属する四半期純利益 291,954 403,920

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
　至　2020年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日

　至　2021年10月31日)

四半期純利益 290,842 404,386

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,425 4,742

その他の包括利益合計 5,425 4,742

四半期包括利益 296,268 409,129

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 297,379 408,663

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,111 465

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、移動体通信事業に係る収益について、従来は顧客から受け取る対価の総額で収益を認識しており

ましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧

客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。また、携帯電話

等端末販売時に係る顧客へのサービス等の還元が、取引価格を算定するうえで実質的に値引と判断されるものに

ついては、売上高から減額する方法に変更いたしました。

　また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期連結累計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第

１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ま

た、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前まで従前の取扱いに

従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約について、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,602,733千円減少し、売上原価は同額減少しておりますが、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。また、期首利益剰余金に与える影響

はありません。

　さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注)

合計移動体
通信関連

事業

不動産
事業

リゾート
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,154,491 350,262 655,527 9,160,280 34,487 9,194,768

セグメント間の内部
売上高又は振替高 - - - - - -

計 8,154,491 350,262 655,527 9,160,280 34,487 9,194,768

セグメント利益 281,078 122,452 69,341 472,872 920 473,792

　（単位：千円）

利益 　金額

　報告セグメント計

「その他」の区分の利益

　セグメント間取引消去

　全社費用（注）

472,872

920

-

△104,349

四半期連結損益計算書の経常利益 369,443

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年５月１日　至　2020年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ用品の販売、飲料水の販

売、太陽光売電収入、ゴルフレッスン施設収入等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容

　（差異調整に関する事項）

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注)

合計移動体
通信関連

事業

不動産
事業

リゾート
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,357,229 341,975 780,761 8,479,967 25,119 8,505,086

セグメント間の内部
売上高又は振替高 - - - - - -

計 7,357,229 341,975 780,761 8,479,967 25,119 8,505,086

セグメント利益 340,678 143,386 116,463 600,528 8,662 609,190

　（単位：千円）

利益 　金額

　報告セグメント計

「その他」の区分の利益

　セグメント間取引消去

　全社費用（注）

600,528

8,662

-

△155,421

四半期連結損益計算書の経常利益 453,768

Ⅱ．当第２四半期連結累計期間（自　2021年５月１日　至　2021年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ用品の販売、飲料水の販

売、太陽光売電収入、ゴルフレッスン施設収入等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容

　（差異調整に関する事項）

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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